
地域の現状を抽出し，現状の
ままでの１０年後の将来を予測 
     

 

     課題の整理 
 

 
   １０年後の目標を設定 

 
 

 
 

 
・地元の特産物のブランド力
を高める必要がある。 
・農業の担い手づくりをする必
要がある。 
・地域住民と企業との交流を
図る必要がある。 

 
 

 目  標  課題の抽出 

   （強み・弱み） 
・ブランド力のある豊かな          
農産物がある。 
・野菜や果物など良質な農産物が
採れる地域である。 
・水や土壌など農産物の生産に適し
た条件が整っている。 
・納豆，餃子，地酒，紙，バス・電車
線の部品などを製造する企業があ
る。 
・河内工業団地と白沢工業団地が
ある。 
・地元の農産物を販売する施設が
少ない。 
・河内ブランドの知名度が  低い。 
・農業の担い手が少ない。 
・地域内の企業のＰＲが不足してい
る。 
・事業所が減少傾向にある。 

現状の把握 

 

 目標を達成するための方

策を決定   

 実現方策 
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 資料３ 

【個別テーマ】産業・経済，観光 

    （強み・弱み） 
・屋台や天棚など歴史のある文化
財や伝統行事がある。 
・水や緑など豊かな自然に恵まれ
ている。 
・岡本家住宅や白沢宿など地域に
観光スポットがある。 
・河内の観光のＰＲが不足している。 
・観光施設の駐車場や休憩場所等
が整備されていない。 
・伝統継承者が少なくなって きて
いる。 
 

 

 実現するためのプラ

ンを決定   

実現プラン 

提
案
書
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『福祉，健康， 
    安全・安心』  
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・地域文化資源や自然

環境を観光に生かす必

要がある。 

・地域の伝統文化を残

す必要がある。 

 

地域資源を活かした観

光でにぎわう魅力ある

「まち」 

地域の特産物のブランド力

を高める。 

農業の魅力を浸透させ担い

手を育成する。 

地域と企業との交流を図り

連携する。 

伝統文化を守り続ける継承

者を育成する。 

文化財を有効活用し観光

につなげる。 

自然環境の良さを活かし河内らし

い観光スポットを充実させる。 

○○○○○ 

○○○○○ 

○○○○○ 

○○○○○ 

○○○○○ 

○○○○○ 

  産業・経済 

  観光 

地域に特産物があり産
業や経済が豊かな「ま
ち」 
 


